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公
益
社
団
法
人
に
移
行
し
て
か
ら
早
い

も
の
で
三
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
公
益
事

業
を
行
う
法
人
と
し
て
市
民
の
期
待
に
応

え
る
べ
く
こ
の
二
年
間
、
会
員
の
皆
様
と

共
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
お
陰
を

持
ち
ま
し
て
受
注
実
績
は
、
平
成
二
十
五

年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
て
も
僅
か
で
す

が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
、
会
員
数
も

九
百
八
十
人
と
な
り
、
平
成
二
十
四
年
度

末
よ
り
多
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に

役
員
及
び
会
員
の
皆
様
の
努
力
の
賜
物
と

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

受
注
実
績
に
明
る
い
兆
し
が

さ
て
、
当
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
現
状

を
見
て
み
ま
す
と
、
前
述
し
ま
し
た
通
り
、

僅
か
で
す
が
受
注
実
績
が
増
加
し
、
会
員

数
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
一
概
に
景

気
の
好
転
の
所
為
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き
た
の
で
は
と
思

わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
国
か
ら
の
補
助
金
に
つ
き
ま
し

て
は
運
営
費
補
助
か
ら
事
業
費
補
助
へ
の

一
部
切
り
替
え
が
進
む
中
、
平
成
二
十
五

年
度
に
比
較
し
て
運
営
費
補
助
金
は
十
二

万
円
の
減
額
、
事
業
費
補
助
金
は
三
十
万

円
の
増
と
な
り
、
全
体
で
十
八
万
円
の
増

額
と
な
る
見
込
み
で
す
。
し
か
し
な
が
ら

過
去
二
度
に
わ
た
る
事
業
仕
分
け
に
よ
り

減
額
さ
れ
た
補
助
金
が
も
と
に
戻
る
こ
と

は
あ
り
得
ま
せ
ん
し
、
今
後
と
も
更
な
る

見
直
し
が
行
わ
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

イ
チ
イ
チ
運
動
の
推
進
を

シ
ル
バ
ー
だ
か
ら
補
助
金
と
仕
事
が
来

る
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
セ
ン
タ
ー
の

健
全
な
運
営
を
維
持
す
る
た
め
に
も
新
規

就
業
先
の
開
拓
や
受
注
件
数
の
増
、
入
会

会
員
数
の
増
を
目
指
し
て
役
職
員
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

一
人
の
会
員
が
一
人
の
新
入
会
員
を
勧

誘
し
、
一
人
の
会
員
が
一
つ
の
新
規
就
業

先
の
開
拓
を
行
う
「
一
：
一
（
イ
チ
イ
チ

運
動
）」
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
ま
さ
に
東
京
大
学
の
元
総
長
で

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
生
み
の
親
で

も
あ
る
故
大
河
内
一
男
先
生
の
「
健
康
で

働
く
意
欲
を
持
っ
て
い
る
高
齢
者
が
、
地

域
で
自
分
た
ち
の
組
織
を
作
り
、
高
齢
者

に
最
も
適
す
る
よ
う
な
仕
事
づ
く
り
を
相

談
し
、
開
発
し
、
自
分
で
担
当
す
る
。
他

人
に
も
奨
め
る
と
い
う
よ
う
な
地
域
の
自

主
的
な
老
人
運
動
」
の
具
体
化
を
推
し
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考

え
ま
す
。

生
涯
現
役
社
会
の

　
　
　
　
実
現
に
向
け
て

さ
て
、
厚
生
労
働
省
の
肝
い
り
で
招
集

さ
れ
た
「
生
涯
現
役
社
会
の
実
現
に
向
け

た
就
労
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
が
、

昨
年
六
月
に
報
告
書
を
出
し
ま
し
た
。

検
討
会
は
、
報
告
書
の
中
で
『
高
齢
者

が
、
就
労
等
を
通
じ
て
地
域
社
会
で
の

「
居
場
所
」
と
「
出
番
」
を
得
ら
れ
る
こ

と
や
地
域
社
会
の
「
支
え
手
」
と
な
り
、

健
康
で
意
欲
を
持
ち
続
け
な
が
ら
生
涯
を

送
る
こ
と
の
で
き
る
『
生
涯
現
役
社
会
』

の
実
現
に
向
け
た
就
労
・
社
会
参
加
の
あ

り
方
の
基
本
的
な
考
え
方
と
方
策
』
を
提

案
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
高
齢
期
の
就

平
成
二
十
六
年
度
を
迎
え
て
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
理
事
長
　
長
　
瀬
　
洋
　
男

労
・
社
会
参
加
に
向
け
た
意
識
改
革
、
就

労
・
社
会
参
加
へ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
、

「
企
業
人
」
か
ら
「
地
域
人
」
と
し
て
の

地
域
の
支
え
手
と
し
て
の
高
齢
者
の
位
置

づ
け
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
な
提
言
を

行
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
、
働
く
意

欲
を
持
っ
た
高
齢
者
が
こ
れ
ま
で
に
培
っ

た
能
力
や
経
験
を
生
か
し
て
生
涯
現
役
で

活
躍
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
そ
う
と

す
る
も
の
で
す
が
、
今
後
の
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
目
指
す
べ
き
方
向
の
一
端

を
指
し
示
す
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
の

基
本
理
念
を
モ
ッ
ト
ー
に

当
セ
ン
タ
ー
と
し
ま
し
て
も
、「
自

主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
の
基
本
理
念

を
モ
ッ
ト
ー
に
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く

り
に
今
以
上
に
寄
与
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

市
民
に
信
頼
さ
れ
、
満
足
さ
れ
る
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
通
じ
て
シ
ル
バ
ー
事
業
の

社
会
性
を
高
め
、
公
益
社
団
法
人
の
名
に

恥
じ
な
い
質
的
向
上
と
量
的
拡
大
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

会
員
を
始
め
、
関
係
各
位
の
皆
様
の
ご

支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

生
涯
現
役
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
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�

総
務
部
会
長
　
鈴
　
木
　
洋
　
一

地
域
班
区
域
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

昭
和
五
十
五
年
に
山
形
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
、
同
時
に
「
地
域

班
編
成
要
綱
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
班
の
円
滑
な
運
営
を
行
う
た
め
現

在
ま
で
に
二
度
ほ
ど
の
見
直
し
を
行
っ
て

き
て
お
り
ま
し
た
が
、
近
年
の
急
速
な
市

街
地
開
発
な
ど
に
よ
る
地
域
ご
と
の
会
員

数
の
偏
り
が
生
じ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、

大
勢
の
会
員
を
擁
す
る
大
規
模
班
や
、
他

地
域
と
で
形
成
す
る
合
同
班
で
は
地
域
の

課
題
が
適
確
に
把
握
で
き
な
い
な
ど
、
班

の
運
営
に
困
難
を
き
た
す
よ
う
な
状
況
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
五
年
一
月
の
地
域
班
班
長
と

理
事
と
の
意
見
交
換
会
に
お
い
て
、
合
同

班
班
長
か
ら
班
の
運
営
に
支
障
が
生
じ
て

い
る
実
情
が
報
告
さ
れ
、
班
構
成
の
見
直

し
の
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
五
年
九
月
に
理
事
長
か
ら

「
地
域
班
区
域
見
直
し
検
討
委
員
会
」
の

委
員
と
し
て
合
同
班
班
長
五
名
、
大
規
模

班
班
長
四
名
、
総
務
部
会
二
名
の
計
十
一

名
の
委
員
が
委
嘱
さ
れ
、
三
回
の
会
議
を

開
催
し
各
地
域
班
の
現
状
分
析
か
ら
始
め
、

意
見
・
要
望
を
出
し
合
い
な
が
ら
、「
地

域
班
の
あ
る
べ
き
姿
」
に
つ
い
て
議
論
を

重
ね
て
、
次
に
掲
げ
る
「
見
直
し
の
基
本

的
な
考
え
方
」
の
も
と
に
検
討
を
行
い
ま

し
た
。

［
見
直
し
の
基
本
的
な
考
え
方
］

　

大
規
模
班
（
会
員
数
五
十
名
超
）
や
合

同
班
の
会
員
数
を
勘
案
し
、
大
規
模
班
は

分
割
若
し
く
は
世
話
役
を
増
員
す
る
と
と

も
に
分
割
可
能
な
合
同
班
は
地
区
ご
と
の

班
編
成
と
し
、
よ
り
き
め
細
か
い
地
域
活

動
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一
．
地
域
合
同
班
は
会
員
数
等
の
実
情
に

応
じ
小
学
校
区
若
し
く
は
行
政
区
を

基
準
に
分
離
す
る
。

二
．
大
規
模
班
は
地
域
特
性
等
の
地
域
の

実
情
に
応
じ
、
分
割
若
し
く
は
世
話

役
を
増
員
す
る
。

三
．
世
話
役
は
概
ね
十
人
程
度
を
受
け
持

つ
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
班
の
運
営

上
、
一
班
あ
た
り
二
人
以
上
の
世
話

役
を
置
く
こ
と
と
す
る
。

　

そ
の
結
果
、
地
域
班
を
三
増
の
二
十
八

地
域
班
に
、
世
話
役
数
を
十
人
増
の
百
七

人
と
し
、
別
表
の
地
域
班
編
成
を
取
り
ま

と
め
、
平
成
二
十
五
年
十
二
月
の
理
事
会

に
提
案
し
審
議
の
結
果
承
認
を
得
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
六
年
度
か
ら
新
た
な
班
編
成

に
よ
り
地
域
活
動
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま

す
の
で
、
分
離
・
分
割
さ
れ
た
班
に
つ
い

て
は
、
世
話
役
の
皆
さ
ん
に
は
班
運
営
に

つ
い
て
大
変
な
ご
苦
労
を
お
か
け
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
が
、
特
段
の
ご
配
慮
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

地区班名 班員数
世話役

地区班名 班員数
世話役

班長 副班長 組長 計 班長 副班長 組長 計

第１ 14 1 1 2 千歳 37 1 1 4 6

第２ 39 1 1 3 5 飯塚・椹沢 31 1 1 1 3

第３ 29 1 1 2 4 東沢 27 1 1 1 3

第４ 27 1 1 1 3 滝山１ 37 1 1 2 4

第５ 22 1 1 2 滝山２ 46 1 1 2 4

第６ 53 1 1 3 5 出羽・明治 36 1 1 2 4

第７ 23 1 1 1 3 金井 66 1 1 4 6

西 51 1 1 4 6 大郷 13 1 1 2

第８ 30 1 1 2 4 山寺・高瀬 18 1 1 2

第９ 11 1 1 2 楯山 15 1 1 2

第10 45 1 1 3 5 蔵王 52 1 1 3 5

鈴川１ 23 1 1 2 南山形・本沢 48 1 1 4 6

鈴川２ 43 1 1 1 3 南沼原 75 1 1 5 7

鈴川３ 38 1 1 2 4 西部 17 1 1 1 3

（注）地域班は４月１日から「地区班」と改正されます。 28 28 51 107

地　区　班　編　成
【見直し後】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（会員数：平成２６年２月末現在）
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会
員
の
増
加
と
就
業
機
会
の
拡
大
を
重

点
課
題
と
し
た
中
期
事
業
計
画
（
計
画
後

期
…
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
平
成
二
十
六

年
度
ま
で
）
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
五
年

度
か
ら
地
域
班
、
職
群
班
担
当
理
事
制
を

採
っ
て
い
ま
す
。
地
域
課
題
や
職
域
課
題

を
担
当
理
事
が
把
握
し
、
セ
ン
タ
ー
機
能

の
一
層
の
強
化
と
事
業
運
営
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
が
、
平

成
二
十
五
年
十
二
月
、「
職
班
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー
と
担
当
理
事
と
の
意
見
交
換

会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

二
十
の
職
班
を
三
区
分
し
、
三
日
間
に

わ
た
る
意
見
交
換
会
で
は
、
各
職
場
の
状

況
や
課
題
等
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
意
見

や
要
望
等
が
出
さ
れ
、
大
変
有
意
義
な
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
意
見
・
要
望
等

は
次
の
と
お
り
で
す
。

技
術
・
技
能
・
事
務
整
理
群
（
襖
・
障
子

班
、
剪
定
班
、
筆
耕
班
な
ど
）

①
派
遣
に
よ
る
自
動
車
送
迎
業
務
の
範
囲

と
時
間
外
業
務
手
当
に
つ
い
て
②
筆
耕
班

の
後
継
者
養
成
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
い

て
③
剪
定
班
の
増
員
と
技
術
力
の
平
準
化

に
つ
い
て

管
理
群
（
施
設
管
理
班
、
駐
車
場
管
理
班

な
ど
）

①
派
遣
と
請
負
の
違
い
に
つ
い
て
②
就
業

先
に
お
け
る
横
断
歩
道
の
交
通
誘
導
に
疑

問
が
あ
り
、
実
態
を
み
て
ほ
し
い
。
③
施

設
の
宿
直
業
務
だ
が
「
そ
の
他
管
理
者
の

指
示
、
指
導
す
る
も
の
」
と
あ
り
、
そ
れ

が
大
き
な
仕
事
に
な
っ
て
い
る
。
④
施
設

の
職
員
と
同
様
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
が
行
え
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

折
衝
外
交
・
一
般
作
業
・
サ
ー
ビ
ス
群

（
折
衝
班
、除
草
班
、屋
内
作
業
班
な
ど
）

①
就
業
意
欲
に
乏
し
い
会
員
が
見
受
け
ら

れ
る
。
状
況
を
見
て
ほ
し
い
。
②
就
業
会

員
の
「
あ
い
さ
つ
」
に
つ
い
て
注
意
を
受

け
て
い
る
。
研
修
を
行
う
べ
き
で
は
な
い

か
。
③
除
雪
作
業
の
た
め
就
業
時
間
前
の

就
業
や
除
雪
機
械
を
使
用
し
て
い
る
が
ど

う
か
。

　

会
員
の
就
業
は
就
業
先
と
の
請
負
契
約

に
よ
る
の
が
基
本
で
す
が
、
内
容
が
不
明

の
点
に
つ
い
て
は
確
認
す
る
と
と
も
に
、

提
言
等
に
つ
い
て
は
理
事
会
に
報
告
し
、

セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
反
映
さ
せ
て
ま
い
り

ま
す
。

職
班
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
と

　
　

担
当
理
事
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施 

 �

事
業
部
会
長
　
鈴
　
木
　
健
　
一

会員の状況・就業状況について

月別 入会者数 退会者数 当月末�
会員数 備考

25.3.31 937 前年度末会員数

4月 43（男33、女10） 980

5月 21（男14、女7） 119（男84、女35） 882

6月 11（男7、女4） 1（男1、女0） 892

7月 18（男9、女9） 2（男2、女0） 908

8月 7（男7、女0） 1（男1、女0） 914

9月 9（男7、女2） 1（男1、女0） 922

10月 15（男12、女3） 5（男3、女2） 932

11月 16（男14、女2） 1（男1、女0） 947

12月 12（男10、女2） 0 959

1月 11（男9、女2） 3（男2、女1） 967

2月 14（男9、女5） 1（男1、女0） 980

合計 177（男131、女46）134（男96、女38） 男：754　女：226

区分 職群 就業延人数 備考

一般受注

技術群 43� 経理事務、パソコン作業など

技能群 38,287� 襖・障子張り、剪定　など

事務整理群 3,747� 賞状筆耕、統計事務　など

管理群 36,185� 駐車場管理、施設管理　など

折衝外交群 78� 量販店での作業　など

一般作業群 28,921� 除草、草刈り、清掃　など

サービス群 1,676� 病院での洗濯、らくらく応援隊など

計 108,937�

独自事業

自転車再生 115�

家具リサイクル 30�

即売会 16�

計 161�

子育て支援 子育て支援 1,201�

合計 110,299�

（平成25年４月～平成26年２月末まで）
①会員の状況 ②就業状況
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高
瀬
地
区
は
山
形
市
の
北
東
方
面

に
位
置
し
、
扇
状
地
帯
で
、
自
然
豊

か
な
景
観
に
も
恵
ま
れ
奥
羽
山
脈
上

流
か
ら
流
れ
る
清
ら
か
な
水
は
高
瀬

川
と
な
り
、
イ
ワ
ナ
等
も
生
息
し
て

お
り
ま
す
。

　

地
域
内
に
は
東
部
広
域
農
道
が
開

通
し
急
速
に
交
通
量
が
増
え
て
ま
い

り
ま
し
た
。
咲
き
誇
る
べ
に
ば
な
の

里
と
し
て
も
知
ら
れ
、
臼
、
杵
、
ま

な
い
た
等
の
天
然
木
を
使
っ
た
素
朴

で
堅
牢
な
木
工
品
を
作
っ
て

い
る
職
人
た
ち
が
い
る
地
区

で
す
。

　

三
宝
岡
地
区
の
風
立
寺
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

斉
衡
三
年
（
西
暦
八
五
六

年
）
天
台
宗
の
高
僧
慈
覚
大

師
（
円
仁
）
に
よ
っ
て
開
山

さ
れ
た
寺
で
、
本
尊
は
阿
弥

陀
如
来
、
脇わ
き

士じ

に
観
音
、
勢

至
の
二
菩
薩
が
安
置
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

本
尊
は
大
師
自
ら
白
檀
の

香
木
を
用
い
て
一
刀
三
礼
の

も
と
に
刻
さ
れ
そ
の
御
胞
に

は
、
東
北
巡じ

ゅ
ん
し
ゃ
く
錫
の
お
り
、
夕
日
千

草
の
中
よ
り
求
め
ら
れ
た
一
寸
八
分

の
黄
金
仏
が
お
さ
め
ら
れ
た
の
で
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
三
宝
岡
の
生
き
如
来

と
し
て
も
名
高
い
安
楽
往
生
の
如
来

様
は
、
霊
験
あ
ら
た
か
な
お
寺
と
し

て
参
詣
者
が
絶
え
た
こ
と
が
な
く
今

日
ま
で
栄
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

大
曽
根
太
鼓
保
存
会
は
、
創
設
さ

れ
て
か
ら
二
十
年
以
上
を
超
え
、
地

域
お
こ
し
の
先
陣
に
立
ち
、
こ
れ
ま

で
地
域
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
、
諸
行
事

へ
の
出
演
依
頼
と
数
多
く
、
今
や
大

曽
根
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
と
し
て

好
評
価
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
児
童
達

で
編
成
さ
れ
た
「
桜
組
」

は
、
愛
ら
し
さ
に
凛
々
し

さ
も
併
せ
加
え
て
法
被
、

鉢
巻
き
姿
も
勇
ま
し
く
、

バ
チ
を
持
つ
姿
は
地
区
の

将
来
に
大
き
な
希
望
を
与

え
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　

大
曽
根
太
鼓
の
発
祥
は
、

地
区
の
青
年
団
が
盆
踊
り

大
会
で
太
鼓
を
叩
い
た
こ

と
が
始
ま
り
で
す
。
そ
の

後
、
青
年
団
は
解
散
し
ま

し
た
が
大
曽
根
太
鼓
を
惜

し
む
声
が
広
が
り
、
平
成

二
年
地
区
の
伝
統
芸
能
と

し
て
大
曽
根
太
鼓
後
援
会

が
発
足
。
平
成
十
年
大
曽
根
太
鼓
愛

好
会
が
再
編
し
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

翌
年
、
大
曽
根
太
鼓
保
存
会
と
改
称

し
、
後
援
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

以
来
、
地
区
を
挙
げ
て
後
援
を
頂
い

て
お
り
ま
す
。

地域
紹介 パート

Ⅱわが街自慢

石
山
　
哲
雄

佐
藤
　
義
典

山
寺
・
高
瀬
地
区

西
部
地
区

風
立
寺
、
阿
弥
陀
如
来
堂
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心
や
体
を
鍛
え
る
為
に
私
は
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
と
な
り
、
現
在
は

山
形
大
学
地
域
教
育
文
化
学
部
に
て
就
業

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
就
業
グ

ル
ー
プ
の
方
々
に
も
恵
ま
れ
お
世
話
に
な

り
、
社
会
勉
強
も
せ
さ
て
い
た
だ
き
休
憩

時
に
は
い
ろ
い
ろ
な
話
に
メ
モ
を
取
っ
て

お
り
ま
す
。
校
庭
は
春
夏
秋
冬
美
し
く
彩

り
、
私
の
趣
味
の
短
歌
づ
く
り
に
も
適
し

て
い
ま
す
。

　

私
が
短
歌
に
目
覚
め
憧
れ
た
の
は
十
六

歳
の
春
、
約
半
世
紀
の
間
に
新
聞
に
入
選

し
た
り
、
賞
も
頂
け
る
ほ
ど
に
成
長
し
ま

し
た
。
こ
の
頃
は
年
を
重
ね
る
と
共
に
の

ん
気
に
な
る
中
、
歌
作
り
は
適
度
な
刺
激

を
与
え
て
下
さ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
心

身
共
に
若
く
あ
り
た
い
と
働
き
な
が
ら
歌

を
詠
ん
で
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

短
歌
三
首
（
校
内
で
詠
む
）

鏡
拭
く
仕
事
に
就
き
て
五
十
年

　
　
　
　

面
に
向
か
ひ
て
心
も
磨
く

蠟ろ
う

梅ば
い

と
言
ふ
花
教
へ
呉
れ
し
人

　
　
　
　

重
き
病
に
職
場
を
去
り
ぬ

大
学
に
シ
ル
バ
ー
仲
間
と
庭
掃
け
ば

　
　
　
　

紅
き
も
み
じ
葉
風
に
舞
ひ
上
ぐ

　

当
方
が
現
在
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
の
は
、
病
院
で
の
宿
直
業
務
で
す
。

三
日
に
一
度
の
勤
務
で
、
三
人
で
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

仕
事
に
就
い
て
一
年
四
カ
月
経
ち
ま
し
た

が
、
仕
事
が
複
雑
な
た
め
十
分
対
応
し
き

れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
職
員
の
方
々
に
ご
迷

惑
を
お
か
け
い
た
し
、
ご
指
導
を
受
け
、

反
省
の
日
々
で
す
。
ま
た
職
員
の
方
々
に

は
暖
か
く
接
し
て
頂
き
、
仕
事
を
す
る
う

え
で
励
み
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

少
し
は
皆
様
方
の
お
役
に
立
っ
て
い
る

か
ど
う
か
は
不
明
で
す
が
、
自
分
自
身
は

満
足
し
て
お
り
、
今
後
も
も
っ
と
世
の
中

に
貢
献
で
き
れ
ば
と
向
上
心
を
も
っ
て
勤

務
致
し
た
く
存
じ
ま
す
。
最
後
に
こ
の
仕

事
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
ご
担
当
の
方
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

定
年
を
機
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
入
会
し
、
仕
事
の
傍
ら
屋
敷
裏
の
畑
で

野
菜
作
り
を
し
て
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

　

近
隣
は
農
家
が
多
く
、
畑
を
見
る
と
素

晴
ら
し
い
作
物
ば
か
り
で
手
本
と
し
て
眺

め
ら
れ
る
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　

キ
ュ
ウ
リ
や
ト
マ
ト
、
ナ
ス
等
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
で
売
り
出
さ
れ
る
苗
木
よ
り
一

足
早
く
専
業
農
家
か
ら
苗
木
を
貰
い
う
け
、

シ
ー
ズ
ン
早
め
に
作
付
出
来
る
こ
と
も
楽

し
み
の
う
ち
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

当
初
は
、
雑
草
や
害
虫
に
悩
ま
せ
ら
れ

第
五
地
区

�

志
鎌
　
久
子

趣
味
は
短
歌

飯
塚
・
椹
沢
地
区

�

安
達
　
　
寛

仕
事
に
つ
い
て
思
う
こ
と

南
山
形
・
本
沢
地
区

�

渡
辺
　
三
吉

家
庭
菜
園
で
健
康
づ
く
り



－ 7 －

平成 26 年 4 月１日 第 114 号シルバーやまがた

る
日
々
で
し
た
。
プ
ロ
の
友
人
に
「
農
業

は
雑
草
と
の
戦
い
で
あ
る
」
と
言
っ
た
ら

「
違
う
。
や
り
方
の
違
い
だ
」
と
言
わ
れ

た
こ
と
が
今
で
も
脳
裏
に
浮
か
ん
で
き
ま

す
。

　

農
薬
は
な
る
べ
く
使
わ
ず
に
と
考
え
て

お
り
、
虫
と
の
共
存
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

採
り
た
て
の
野
菜
は
新
鮮
で
お
い
し
く
、

ス
ー
パ
ー
か
ら
買
う
量
も
減
り
、
経
済
的

に
も
助
か
り
ま
す
。
嫁
い
だ
子
ど
も
た
ち

に
も
分
け
与
え
ら
れ
る
の
が
喜
び
で
す
。

　

お
か
げ
で
体
調
も
す
こ
ぶ
る
良
く
一
石

二
鳥
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
体
力
の
続

く
限
り
続
け
る
つ
も
り
で
お
り
ま
す
。

　

以
前
、
街
で
あ
な
た
の
〝
座
右
の
銘
〟

は
？
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
。

私
が
聞
か
れ
た
ら
と
、
ふ
と
思
い
起
こ
し

て
み
ま
し
た
。
い
つ
も
心
し
て
い
る
こ
と

は
〝
心
が
種
で
身
が
田
地
、
蒔
い
た
る
種

は
善
悪
共
に
み
な
生は

え
る
〟
と
い
う
言
葉

で
す
。
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
行
い
一
つ

ひ
と
つ
が
種
で
、
の
ち
の
ち
に
形
と
し
て

芽
が
出
て
表
れ
て
、
そ
れ
が
又
自
分
に

返
っ
て
く
る
と
し
た
ら
、
良
い
行
い
を
実

践
す
る
に
限
る
と
思
い
ま
す
。

　

言
葉
の
使
い
方
も
、
あ
の
人
に
こ
う
し

て
や
っ
た
、
こ
の
人
に
も
こ
う
し
て
あ
げ

た
と
高
飛
車
に
出
る
と
、
や
っ
た
、
あ
げ

た
と
出
て
い
き
、
反
対
に
あ
の
人
に
何
々

さ
せ
て
も
ら
っ
た
、
こ
の
人
に
何
々
さ
せ

て
頂
い
た
と
い
う
よ
う
に
、
低
く
出
る
と
、

も
ら
っ
た
、
頂
い
た
と
い
う
言
い
方
を
変

え
た
だ
け
で
、
良
い
事
が
入
っ
て
く
る
の

だ
そ
う
で
す
。
な
る
程
で
あ
る
。

　

言
葉
は
言
い
か
え
れ
ば
言
の
刀は

と
い
う

こ
と
で
使
い
ま
ち
が
え
る
と
刃
物
と
い
う
、

こ
わ
い
道
具
に
も
な
る
と
い
う
。

　

午
年
と
い
う
私
の
年
を
迎
え
心
新
た
に

意
義
あ
る
一
年
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

鈴
川
一
地
区

�

佐
藤
　
孝
子

座
右
の
銘

地　

区　

名

氏　
　

名

第
一

菅　

野　

幸　

子

第
二

鈴　

木　

靖　

子

村　

田　

せ
つ
子

第
三

鈴　

木　

美
智
子

石　

山　

一　

美

第
四

豊　

田　

マ　

サ

第
六

五
十
嵐　

由　

子

佐　

藤　

美
紀
子

村　

上　

清　

志

第
八

佐　

藤　

敏　

行

鈴　

木　

敏　

世

鈴
川
二

加　

藤　

芳　

男

鈴
川
三

會　

田　

千
嘉
子

鈴　

木　

洋　

一

千
歳

四　

釜　

峯　

子

飯
塚
・
椹
沢

齋　

藤　

喜
美
子

東
沢

黒　

木　

和　

子

矢　

代　

鉄　

也

滝
山
一

古　

林　

キ
ヨ
子

名　

和　

せ
い
子

滝
山
二

大　

澤　

則　

子

出
羽
・
明
治

植　

松　

ユ　

キ

多　

田　

信　

雄

金
井

安　

達　

つ
や
子

五
十
嵐　

マ
サ
子

大
郷

伊　

藤　

美
代
子

蔵
王

鈴　

木　

生　

子

南
山
形
・
本
沢

塩　

野　

邦　

雄

小
笠
原　

拓　

昭

佐　

藤　

久　

子

佐　

藤　

勝　

蔵

南
沼
原

長
谷
部　

ヒ
サ
子

平
成
二
十
五
年
度

タ
オ
ル
寄
付
者
名
簿

　

賛
助
会
員
の
阿
部
好
子
さ
ん
か
ら
も

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

（
敬
称
略
）
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南
沼
原
地
区

　

船
山
　
三
男

　

　

日
本
に
禅
が
伝
え
ら
れ
た
の
は
鎌
倉
時

代
と
さ
れ
て
い
る
。

　

今
日
で
は
著
名
人
は
じ
め
多
く
の
方
々

が
座
禅
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

船
山
さ
ん
が
座
禅
を
始
め
た
の
は
法
事

の
時
、
菩
提
寺
で
あ
る
勝
因
寺
住
職
の
勧

め
と
自
分
自
身
心
の
平
常
心
を
求
め
て
い

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
座
禅
歴
は
十
五
年

に
な
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

お
釈
迦
様
が
生
ま
れ
た
四
月
八
日
か
ら

悟
り
を
開
い
た
日
十
二
月
八
日
ま
で
週
一

回
の
座
禅
で
す
。

　

朝
六
時
半
か
ら
目
を
閉
じ
て
（
本
来
は

半
眼
）
一
時
間
の
座
禅
だ
が
睡
魔
が
襲
っ

た
り
、
い
ろ
ん
な
事
が
頭
の
中
を
よ
ぎ
っ

た
り
し
て
世
俗
と
喧
騒
を
離
れ
た
無
我
の

境
地
に
は
な
か
な
か
辿
り
つ
け
な
い
と
の

こ
と
で
す
。

　

で
も
住
職
か
ら
は
、
そ
れ
が
普
通
だ
か

ら
と
言
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
半は

ん

跏か

趺ふ

座ざ

（
ど
ち
ら
か
一
方
の

足
を
組
む
座
り
方
）
の
姿
勢
で
足
が
し
び

れ
、
心
な
ら
ず
も
姿
勢
が
崩
れ
る
と
警け

い

策さ
く

が
入
る
の
で
座
禅
の
厳
し
さ
と
難
し
さ
を

実
感
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
続

け
ら
れ
た
の
は
朝
の
清
々
し
い
寺
の
本
堂

に
入
る
と
何
故
か
心
が
静
ま
り
、
静
寂
感

が
漂
い
新
鮮
な
空
気
が
美
味
し
く
何
と
も

例
え
よ
う
の
な
い
心
の
安
ら
ぎ
が
大
き
な

理
由
の
一
つ
で
す
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

座
禅
中
の
丹
田
呼
吸
法
や
終
了
時
の
お

香
の
香
り
で
包
ま
れ
た
お
堂
の
中
で
の
般

若
心
経
の
読
経
な
ど
が
大
変
健
康
に
良
い

の
で
は
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
何
よ
り
も
座
禅
を
終
え
た
時
の

身
も
心
も
新
た
な
生
気
を
得
た
よ
う
な
充

実
感
が
た
ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

お
話
を
伺
っ
て
感
じ
た
の
は
故
川
上
哲

治
氏
が
よ
く
修
業
（
座
禅
）
さ
れ
た
岐
阜

県
に
あ
る
臨
済
宗
正し

ょ
う
げ
ん
じ

眼
寺
山
川
宗
玄
住
職

の
言
葉
で
す
。

　

「
座
禅
を
通
し
て
こ
れ
ま
で
見
え
な

か
っ
た
自
分
を
も
う
一
度
見
つ
め
直
す
」

　

今
後
ま
す
ま
す
充
実
し
た
座
禅
で
あ
る

こ
と
を
お
祈
り
し
取
材
を
終
え
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
取
材
・
広
報
部
）

シ
ル
バ
ー
に

人
あ
り
　
技
あ
り
　
心
あ
り

座
禅
で
心
豊
か
に

　

女
性
部
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
あ
り
ま
す
バ
ザ
ー
の
売
上
金
五
万
円
を
、

平
成
二
十
五
年
度
も
山
形
学
園
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
、
Ｃ
Ｄ
プ
レ
ー

ヤ
ー
五
台
分
と
し
て
寄
贈
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
一
月
二
十
八
日
、
市

川
山
形
市
長
よ
り
二
年
連
続
し
て
感
謝
状
を
賜
り
ま
し
た
。
市
庁
舎
の
ひ
と
足
早

い
春
の
雰
囲
気
を
演
出
し
て
い
る
啓
翁
桜
が
、
ま
る
で
学
園
の
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
の
花
が
咲
い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

継
続
は
力
な
り
。
皆
さ
ま
よ
り
ご
支
援
頂
き
七
年
目
に
な
り
ま
し
た
「
タ
オ
ル

一
本
運
動
」
も
、
今
回
は
二
百
五
十
本
の
ご
協
力
が
あ
り
ま
し
た
（
寄
付
を
頂
い

た
方
々
の
お
名
前
は
七
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま

す
）。
二
月
四
日
、六
日
町
あ
い
あ
い
、す
げ
さ
わ
の
丘
、

二
つ
の
施
設
を
訪
問
し
お
届
け
い
た
し
ま
し
た
。
重

度
の
障
が
い
の
方
々
が
入
所
さ
れ
て
い
る
す
げ
さ
わ

の
丘
で
は
、
車
イ
ス
で
の
出
迎
え
を
受
け
て
「
あ
り

が
と
う
、
大
切
に
使
い
ま
す
。」
と
感
謝
の
言
葉
を
頂

き
、
心
に
温
か
く
伝
わ
り
ま
し
た
。
多
く
の
会
員
の

皆
様
よ
り
、
ご
賛
同
ご
支
援

頂
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
私
達
の
小
さ
な
取
組

み
が
会
員
の
皆
様
へ
浸
透
し

て
、
大
き
な
心
の
輪
と
な
り

ま
す
よ
う
、
引
き
続
き
た
く

さ
ん
の
ご
協
力
を
女
性
部
一

同
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

女
性
部
会
だ
よ
り

女
性
部
会
長
　
村
田
せ
つ
子
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二
月
二
十
一
日
、
仏

母
山
金
勝
寺
さ
ん
を
訪

ね
ま
し
た
。
車
を
降
り

て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

広
大
な
敷
地
そ
れ
に
美

し
さ
、
京
都
の
寺
を
見

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

赤
門
、
白
門
を
通
り
百

メ
ー
ト
ル
位
歩
い
て
よ

う
や
く
本
堂
で
す
。
松

林
の
中
腹
ま
で
お
墓
が

あ
り
、
一
段
と
大
き
な

墓
が
山
形
二
代
城
主
斯
波
右
京
大
夫

直
家
公
を
奉
っ
て
い
る
、
大
変
由
緒

あ
る
お
寺
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

先
ず
住
職
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

檀
家
が
七
百
と
多
く
今
は
新
し
い
檀

家
は
増
や
し
て
い
な
い
。
掃
除
も
雪

掃
き
も
落
ち
葉
拾
い
も
草
取
り
も
、

人
出
が
足
り
な
く
て
シ
ル
バ
ー
さ
ん

に
も
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
長
く
勤

め
て
く
れ
る
と
良
い
ん
で
す
が
、
慣

れ
た
と
こ
ろ
で
代
わ
ら
れ
る
と
困
る

ん
で
す
と
ち
ょ
っ
ぴ
り
本
音
も
あ
り

ま
し
た
。

　

住
職
に
会
員
の
舟
生
光
子
さ
ん
を

呼
ん
で
頂
き
、
寺
の
中
を
案
内
し
て

貰
い
な
が
ら
、
仕
事
の
内
容
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。
会
議
室
、
本
堂
、
位

牌
堂
、
羅
漢
堂
と
案
内
し
て
も
ら
い
、

（１月１日～３月31日まで）
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仁
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丸
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子

山
川　

政
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東
海
林
れ
い
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佐
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昌
邦

大
郷
地
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石
川　

廣
司

�

　

細
谷　

浩
一

�

　

会
田　

利
江

山
寺
・
高
瀬
地
区�　

武
田　

憲
士

蔵
王
地
区�

横
山　

和
雄

　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

武
至

　

�

　

鈴
木　

眞
幸

南
山
形
・
本
沢
地
区　

塩
野
美
智
子

西
部
地
区　

渡
辺　

重
信

就業会員を訪ねて
舟生　光子（屋内作業）

そ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

畳
の
上
、
板
の
間
、
ゴ
ミ
ひ
と
つ
落
ち
て

な
く
、
ツ
ル
ツ
ル
の
ピ
カ
ピ
カ
で
し
た
。

　

ま
た
、
位
牌
堂
の
掃
除
は
大
変
で
す
と

の
こ
と
、
壊
さ
な
い
よ
う
に
丁
寧
に
丁
寧

に
七
百
の
位
牌
を
四
日
か
け
て
拭
い
て
い

ま
す
。
羅
漢
堂
は
、
一
階
二
階
と
あ
っ
て

階
段
も
急
で
五
十
五
度
位
あ
り
段
差
も
四

十
五
セ
ン
チ
く
ら
い
あ
り
、
そ
こ
を
バ
ケ

ツ
に
水
を
入
れ
て
昇
り
降
り
す
る
ん
で
す

よ
と
、
私
達
を
二
階
ま
で
案
内
し
て
く
れ

ま
し
た
。
足
が
階
段
に
掛
か
ら
な
い
し
急

で
怖
か
っ
た
で
す
。

　

舟
生
さ
ん
は
、
何
時
も
笑
顔
で
心
穏
や

か
で
優
し
く
て
ま
る
で
仏
様
の
よ
う
に
も

思
え
ま
し
た
。
常
に
、
人
に
も
、
仕
事
に

も
感
謝
の
気
持
ち
で
今
の
仕
事
を
有
り
難

く
頑
張
っ
て
い
ま
す
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

笑
顔
で
お
話
し
て
い
た
だ
き
取
材
し
た

私
た
ち
ま
で
心
が
大
き
く
な
り
、
ご
利
益

を
授
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
取
材
・
広
報
部
）
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山
形
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

山
形
市
双
葉
町
一
丁
目
二
番
三
号

電
話（
〇
二
三
）六
四
七−

六
六
四
七

あ と が き

お
知
ら
せ
と

　
　
お
願
い

　

日
本
選
手
の
活
躍
で
金
一
銀
四
銅

三
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
ソ
チ
冬
季

五
輪
が
閉
幕
し
ま
し
た
。
東
日
本
大

震
災
で
未
曾
有
の
被
害
に
遭
い
、
苦

難
を
乗
り
越
え
成
し
遂
げ
た
仙
台
出

身
で
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
羽
生

結
弦
選
手
の
活
躍
は
見
事
な
も
の
で

し
た
。
本
県
関
係
の
加
藤
・
ウ
イ
リ

ア
ム
ソ
ン
両
選
手
は
、
ス
ピ
ー
ド
ス

ケ
ー
ト
に
出
場
し
ま
し
た
が
、
メ
ダ

ル
に
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
期
開

催
国
の
韓
国
の
ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
で
は
、

雪
辱
を
果
た
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
四
月
と
い
え
ば
桜
。
桜
と

い
え
ば
花
見
。
桜
が
開
花
す
る
ま
で

は
、
夏
に
花
芽
を
形
成
、
そ
の
後
休

眠
状
態
に
入
り
、
晩
秋
か
ら
の
低
温

に
一
定
期
間
さ
ら
さ
れ
る
と
休
眠
状

態
か
ら
覚
め
、
春
先
の
気
温
の
上
昇

と
共
に
生
長
し
開
花
し
ま
す
。
昨
年

十
二
月
ま
で
は
暖
か
か
っ
た
も
の
の
、

一
月
以
降
は
平
年
よ
り
も
低
温
と
な

り
休
眠
打
破
後
の
気
温
の
上
昇
に
よ

り
生
長
が
進
み
、
平
年
並
み
の
開
花

と
山
形
気
象
台
は
予
測
し
て
い
ま
す
。

　

昔
か
ら
花
見
を
す
る
風
習
は
あ
っ

た
よ
う
で
す
が
、
桜
の
花
を
見
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
平
安
時
代
に
な
っ

て
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
は
梅
の

花
を
見
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
報

一
一
四
号
「
シ
ル
バ
ー
や
ま
が
た
」

の
発
刊
に
あ
た
り
、
ご
執
筆
、
取
材

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
平
成
二
十
六
年
度

　
　
　
定
時
総
会
の
開
催

　

六
月
開
催
予
定

　

懇
親
会
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

詳
細
は
後
日
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
　
訃
　
　
報

謹
ん
で
ご
冥
福
を

　
　
　
　
　

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

伊
藤　

義
美
さ
ん（
六
十
五
歳
）

（
金
井
・
大
郷
地
区
）

行
事
イ
ベ
ン
ト
案
内

行
事
イ
ベ
ン
ト
案
内
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消
費
税
法
が
改
正
さ
れ
、
平
成
二
十
六

年
四
月
一
日
か
ら
消
費
税
率
が
五
％
か
ら

八
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
請
け
負
う
事
業
の

契
約
単
価
も
税
率
八
％
を
転
嫁
し
た
金
額

へ
改
正
と
な
り
ま
す
。

　

契
約
単
価
の
改
正
に
伴
い
、
配
分
金
単

価
も
改
正
さ
れ
ま
す
。
五
％
の
税
込
で
設

定
し
て
い
た
契
約
単
価
を
税
込
八
％
で
再

　

年
度
替
え
に
な
り
、
会
員
の
更
新
手
続

き
の
時
期
で
す
。
世
話
役
の
方
々
に
会
費

の
集
金
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

会
費
の
納
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
退
会
さ
れ
る
方
は
、
退
会
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
各
地
区
班

の
班
長
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。消

費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
配
分
金
単
価
の
改
正
に
つ
い
て

■
配
分
金
支
払
日

　
四
月
十
八
日
（
金
）

　
五
月
二
十
日
（
火
）

　
六
月
二
十
日
（
金
）

■
入
会
説
明
会（
午
後
一
時
三
十
分
）

　

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
入
会
の
勧
誘
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
四
月
十
日
（
木
）　
十
七
日
（
木
）

　
　
　
二
十
四
日
（
木
）

　
五
月
八
日
（
木
）　
十
五
日
（
木
）　

　
　
　
二
十
九
日
（
木
）

　
六
月
十
二
日
（
木
）　
十
九
日
（
木
）　

　
　
　
二
十
六
日
（
木
）

■
就
業
相
談
日（
午
後
一
時
三
十
分
）

　

（
就
業
に
関
し
て
の
相
談
で
す
）

　

四
月
十
日
（
木
）

　
五
月
八
日
（
木
）

　
六
月
十
二
日
（
木
）

計
算
し
た
金
額
が
新
契
約
単
価
と
な
り
、

そ
こ
か
ら
事
務
費
を
差
し
引
い
た
金
額
が

新
し
い
配
分
金
単
価
と
な
り
ま
す
。
個
々

の
金
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
四
月
分
配
分

金
支
払
明
細
書
（
五
月
二
十
日
支
払
）
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

※
消
費
税
抜
き
で
契
約
し
て
い
る
業
務
の

単
価
に
つ
い
て
は
、
一
部
据
え
置
き
と
な

り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

年
度
替
え
の
手
続
き
に
つ
い
て

更
新
と
退
会
手
続
き
を
お
早
め
に
！


